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祭りにおける「反復」と「興奮」 

にみる身心変容―秋田県角館の事例から 

京都大学 こころの未来研究センター研究員  

小西賢吾 

2015/1/15 第31回身心変容技法研究会 

 

問題の所在 

人類学における古典的祭り分析モデル： 

 日常と、儀礼・祝祭の時空間を分節 

 

「反構造」としての非日常/コムニタスや 

 シンボルが表すイデオロギーに従った主体形成 

…といった特別な意味を儀礼はもっており、 

 それが日常の社会構造にフィードバックされる  

 

⇔ 実際の祭りの場では何が起こっているのか？ 

祭りの「秩序と興奮」の生成過程への関心 
 

 

祭りの秩序と興奮 

現場での身心変容：人びとは祭りにどのように
巻き込まれていくのか？ 

 

地縁・血縁から祭縁へ（都市祭礼研究）  

 → 人びとを結びつけるものは？ 

 

反復の意義 cf: チベットのマントラ 

   

  祭りと暴動の境界：興奮を制御する？  

 

 

角館（かくのだて） 

秋田県仙北市 

 人口 28,601人（2014年） 
秋田藩佐竹氏の統治 

武家屋敷と桜  

1970年代～ 観光地化 

1997年  秋田新幹線開通  

角館のお祭り 

・9月7日～9月9日 

・神明社／薬師堂／佐竹北家 

・寺社での儀礼とミコシ巡行／曳山 

・「日本一不親切な祭り」 
 「観光客にはわからない」 
・調査 2002年8月～2004年10月 

 （のべ10ヶ月） 
 2005・2010・2013年9月にも訪問 

 

曳山（ヤマ） 

・18台（戦後に増加）。丁内／若者会によって運営 

・寺社への参拝、佐竹北家や各丁内へ披露（カドヅケ） 
・「正責任者」を中心に、「交渉員」、「先導」など役割分担 

・町外からの参加者も増加 
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お祭りの舞台 

 

かけひきの過程としての「曳き回し」 

交渉しながら進むヤマ 

 各ヤマごとの方針に基づく「曳き回し」 
  →ヤマ同士の「かけひき」の発生 
 ヤマの行動には交渉が必要 
  「張番交渉」：「入丁」の許可 
  「対ヤマ交渉」：通行の優先権をめぐって 
 対ヤマ交渉決裂→ヤマブッツケ 
  「観光用」：場所・時間を事前に決定 

  「本番」：場所・時間とも確定せず         
 
＊子供からおよそ50代までの男女が参加する（以前は男性42

才まで）が、曳き回しの方針は責任者（30代半ば～）を中心と
する男性が決定。ヤマブッツケには多くの女性も参加。 

丁内と張番（ハリバン） 

祭りと身心変容 

言語的側面（祭りのリテラシー）： 

 ルールや丁内区分、歴史等を知ることで曳き
回しの展開を理解し、感情を共有できるように
なる 

非言語的側面：絶えず反復される囃子（止める
と「死に山」）とホイッスル、「オイサ」のかけ声 

 cf: 祭り後に虫の声が笛の音にきこえる 

   高校野球応援で「オイサ」 

  両側面が重なり合って「興奮」が生成しヤマ
ブッツケに結実する（しないこともある）   

 

囃子の種類 
  寄せばやし：若者を集める時 

  上り山ばやし：「目的」がある時 

  道中ばやし：目的を達し丁内を「賑やかす」時 

  下がり藤：転回（方向転換）時   

  神楽ばやし（馬鹿ばやし）：ヤマブッツケなど 

 

その他踊り用の多くの囃子や、今はすたれたも
のなど。囃子独立での公演も多い 

囃子方はもともと周辺の農村から。近年では高
校の部活動など広範囲に組がある 
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2002年の祭りについての語り 
 「俺も高校さ行ってて、高校さいる時二時頃とかにメール来て、
「あと○と向き合ったから早く来い」とか言ってきて、
えーーーっ！？とかって。なんだよーー、はええよ！とかって。 

  もうやることは決定してらったから。七日の日に、とりあえず入
丁のことでもめて、帰ってくるときにそこの通り、葬儀屋のとこで、
△が○の後ろにびたっとついだからもめて喧嘩なって。○が前
さ出して△も前さ出して、途中で○が入丁した入丁したとかっ
て言って、無到来だってことで、張番が出てきて、張番との交
渉になって、まず行けみたいな感じで、その日は終わって」 

 「九日に○は田町を抜けて稲穂の十字路左さ曲がって栄丁さ
入ってきて、おらほも（立町）十字路右さ曲がって向き合う形
になって。学校終わったのは三時半だから、その時は置き山
からちょっと進んだくれえかなあって感じで、○はパチンコ屋の
前。夜なって、だんだん距離詰めてって、パチンコ屋の前では
じまって、後ろさずっと七日町ついてらって、七日町の後ろに
西勝楽がいて、七日町は当初転回して西勝楽とやるんでね
えかって話なってらったどもどこまでもついてこられで」 

（男性、1984年生まれ） 

2004年のお祭りにみる 

興奮の生成と制御 
   ーAヤマの事例を中心にー 

          

Aヤマ：旧市街地中心部（内町）のa1,a2の2つ
の丁内が合同で出すヤマ 

祭りに向けた高揚 

 隣接するB丁内との境界争いに端を発する「因縁」 

 ８月上旬から準備開始：若者による共同作業、宴会 
 曳き回しの方針をめぐる議論の噴出  

2003年 

 ９月９日１９時以降の 
  Aヤマの行動をみる 
   

 ９月7日、Bが「約束違反」 
 →Ａヤマは3日間にわたり
Ｂヤマとの本番ブッツケを念
頭においた行動をする 

曳き回しと「かけひき」の実際 

B 

「今年もBとブッツケ確定」 

という雰囲気広がるも 

AとYの上層部話し合い 

A、Y 

対Bで協力体制 

１８：３４ 
B、横町東部張番前で 

転回、角大角右折して 

南を向いたとの情報 
１９：１０ 

B、K町張番に 

見せるとの情報 

１９：０３ K出発 

１９：１５ 出発 

１９：３５ 

正責任者「一杯やらへれ」 
Kが転回する 

との情報 

２１：２９  

ほぼ同時に１８０°転回 

２１：４１ 
Ｙ、十字路通過 

２２：１０ 
十字路右折、 

Yの後ろにつける 
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A、Y上層部 

盛んに協議 

？ 

２３：１４ 
責任者、 

S町行き決断 

２３：３０  

B、通過 

２２：３７ 

Bが方向転換した 

との情報 

ブッツケせず 

おさめる 

０：４０ 

A、Dと交差 

おさめる 

１７：５５ 

「SはA狙いだった」 

２１：０６ 

Kは前ヤマがいるから 

すぐには転回しない 

１７：１５ 

「大塚は駅通り狙い」 

２０：４５ 

張番より、現状の 

ままなら交渉なしで 

転回を許可する 

との通達 

２０：２５ 

北部‐西部、 

菅沢‐七日町 

ブッツケ開始 

２０：３０ 

栄丁張番、Kに 

「すべての家々に 

見せ終わってからの転回」 
を許可 

２０：１０ 

東部、東部上新町 

に入丁許可 

１６：２０ 

「横町‐七日町 

ブッツケ確定」 １８：００ 

横町西部には十字路 

を向いて桜美町がいる 

２２：１０ 

「上新町‐横町 

セッティング」 

２１：４５ 

横町転回、大横丁入口 

まできている 

２２：５５ 

協議により 

Aが後退してYが栄丁抜け 

Bを捕らえる 

作戦決定 

 

２２：５０ 

B、稲穂東側に 

到達 
２２：５５ 

C責任者、 

「Bと決まった」と発言 

２３：０４ 

作戦訂正される 

Yは「後ろヤマ曳けない」 

情報の洪水 

各ヤマの思惑の交錯 

祭りのあと 

 なぜＡ・Ｙの目論見は「失敗」したのか 
「端的に言えば、あのまま行けば激突になる。それを想像して嫌がった。心中として
はこれ。前には威勢のいいヤマがいて、その後ろにはAが控えている。 
進路として真っ直ぐを想定するのはやめた、ということ。」  

                                   （Ｂヤマの正責任者） 

 Ａ・Ｙヤマの方針の相違 
「Aの目的が強かったので、Dと交差してくれるということになった。KRとやるという話
もあったが、K町張番としてはしっかりやる準備ができてそのつもりなら入丁を許すと
いう話だった。だけどKRはその気がなかった。個人的にはDとは乗り気でなかったが、
若い衆のこと考えてやる、ということで。俺も若い衆ならそう思っていた」  

                              （Ｙヤマの副責任者） 

 Ａヤマ正責任者の葛藤 
「汗流させられなくて申し訳ない」（9月10日未明、若者に向かって） 
 「３年間は長かった。十分だと思う人はいないかもしれないけれど」（インタビューより）
 

興奮を制御する① 

 「あぶれない」をめぐって 

 「因縁」がなくてもヤマブッツケは成立 

（1994‐2004年で、本番ヤマブッツケをしな
かったヤマは1年当たり平均1.18台）  

  「恋人を探しにいくようなもの」 

Aヤマ周辺の人数
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9月7日 9月8日 9月9日 9月10日

（人）

「お祭り」三日間のAヤマについた人数の推移 

多様な参加者を 
惹きつけつなぐ要素 
としてヤマブッツケ 
は不可欠 
    ↕ 
「ブッツケだけが祭り 
ではない」 
コアメンバーの価値観 
  

興奮を制御する② 

 ―祭りが祭りであるために 

 「責任者は失敗するもの」 

 日常における議論（無尽、ネットなど） 

 反省から祭りの「本来有るべき姿」を常に検討 

  祭りを破綻させる要素への警戒 

  暴力沙汰と警察の介入 

  ムトーライ（無到来）をめぐって 

  神事としての側面：参拝が最優先 

 A・Bは、2013年の祭りでついに丁内境界をめ
ぐる争い～本番という流れに終止符 
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社会関係の基盤としての祭り 

非日常空間は、日常から完全に分離されてい
るわけではない 

―日常のつきあいが、祭りの成否にも直結 

 

 「お祭り馬鹿」になる＝祭りのゲームへの参入 

 ≒地域社会空間への参入：祭りに帰郷する人
びとも含めて形成される共同性 

 

  濃密な人間関係の長所と短所 

  お祭り以外の社会関係も必要とされる 

まとめ 
角館の祭りでは、複雑な規則体系（言語的側
面）と音楽、かけ声の反復（非言語的側面）双
方に参与することによって、参加者の身心が
変容していく 

 

観光客にわからない祭り⇔祭りを楽しみ、責任
を背負う人びとが「かぐだての人」になる 

 

 （垂直軸、水平軸ふくめ）  

 葛藤を抱えることが、社会関係と祭りの価値、 

 興奮を常に更新し再生産することにつながる 

 


